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　皆さん、こんにちは。
　第22回例会にご出席ありがとうございます。
　気温も随分寒くなりましたので、皆様お身体には充分お気を付けください。
　また本日の例会後にこばと学園に災害用備蓄用品の寄贈を行う予定にしていますので、また皆様にはご報
告させていただきます。

　本日の卓話講師は、伊太祁曽神社「奥  重貴禰宜」にお越しいただきました。お忙しい中ありがとうございます。
　さて、本日12月14日は忠臣蔵で有名な討ち入りの日ですが、あまりに有名なので少し変わったところで、日本初の飛行実験
に成功したお話をしたいと思います。ライト兄弟による世界初飛行から遅れること約7年後となる1910年（明治43年）のこの日、
日本初の飛行実験が行われました。東京・代々木にあった練兵場から「日野  熊蔵大尉」が高度約10M飛行距離約60Mの日
本初飛行実験を成功させましたが、この飛行は公式の飛行実験予定日ではなかったため滑走の余勢で誤って離陸してしまった
と報告されるに留まり「非公式記録扱い」となっています。正式記録としてはその5日後の12月19日に徳川好敏大尉が行った
高度約70M飛距離約3,000Mの飛行実験が日本初飛行として記録されています。
　本日もよろしくお願いいたします。

会 長 報 告� 佐藤　義記  会長

委 員 会 報 告�

　シンガポール国際大会日本人親善朝食会のお知らせが届
きました。
日時:2024年5月26日  7:30‒9:00（RI会長の挨拶）
場所:ラッフルズシティコンベンションセンター
会費:10,000円

� 国際奉仕委員会　上中　崇司  委員長

　昨日12月13日は「正月事はじめ」と言われ、
大掃除や門松や注連飾りの準備などお正月を
迎える準備を始める日とされています。旧暦の
この日は鬼宿日と言って鬼が町中を徘徊しない
吉日であるとか、楽器の琴（箏）の弦が13本
であることに由来（諸説あります）すると言わ

れます。家庭や会社の神棚に祀られる御神札を新年の新しいもの
に取り替えるのもこの日から。そこで今回は御神札や神棚について

お話をさせてもらいます。
　神棚は家庭や会社に設けられた小さな神社です。神棚に御神札
を祀ることで家族や従業員を守ってくれます。お守りも同様の存在
ですが御神札を小型化し持ち歩けるように袋に入れたものがお守
りですから、神棚を設けた上でお守りを持つが正しいと言えましょう。
　さて鎌倉時代につくられた武家の法律「御成敗式目」の第一条
には「神社を修理して祭りを大切にすること」と記されており、理
由として「神は敬うことにより霊験があらたかになり結果として人は

卓話「お正月を前に知っておきたい神様の祀り方」� 伊太祁曽神社　禰宜　奥　重貴  さん

おめでとうございますおめでとうございます

赤井　雅哉さん　1年皆出席

皆出席表彰

幹 事 報 告� 北浦　康臣  幹事

  こばと学園便りが届いています。
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❷みんなに公平か❶真実かどうか

❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか

出席報告 会員数 51名（内出席規定適用免除会員8名）

枡岡　一樹　出席委員長 12月14日（本日） 25名/45名 55.6% 皆さん、出席してください。

■クリスマス家族会�

■お誕生日お祝い�
角谷　芳伸さん　12月12日、乾　　敦雄さん　12月16日
竹村　克治さん　12月19日、山野　武彦さん　12月26日
山﨑　　肇さん　12月26日、栗本　信行さん　12月28日

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
ひいらぎかざろう(讃美歌より)
もみの木(TRADITIONAL)

■卓話「お正月を前に知っておきたい神様の祀り方」
� 伊太祁曽神社　禰宜　奥　重貴さん

■ロータリーソング� 枡岡　一樹　ソング委員長
「君が代」
「奉仕の理想」

■新年初例会�

本日の例会� 12月22日（金）18:30~ 於ダイワロイネットホテル和歌山4F

前回の例会� 12月14日（木）

次回の例会� 1月11日（木）

山本　進三さん 奥さん、本日は卓話ありがとうございます。
ぜひこの機会にご入会もご検討ください。

樫畑　友洋さん 奥さん、今日はありがとうございます。
タイムリーな卓話楽しみにしています。

奥村　申二さん 奥重貴様、本日の卓話よろしくお願いします。
細川　竜二さん 奥様本日は卓話たのしみにしています。
枡岡　一樹さん 奥重貴様、今日は卓話楽しみにしております。
釣谷　泰介さん 奥重貴様本日の卓話よろしくお願いします。

佐藤　義記さん 本日卓話 伊太祁曽神社 禰宜 奥重貴様あ
りがとうございます。　　

北浦　康臣さん 奥重貴様、本日卓話宜しくお願いします。
栗本　信行さん 奥重貴様卓話よろしく御願い致します。
 第22回例会よろしく御願い致します。

（皆出席表彰）
赤井　雅哉さん 1年皆出席

本日の累計…15,000円（計10名10件）　〔お誕生日お祝い…160,000円　奥様花お礼…73,000円　皆出席表彰…30,000円　その他…682,000円　累計…945,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱 ありがとうございました

幸せになる」とあります。神社が破損していれば修理をし、お祭り
を盛大に行うことが大切だとし、必要であれば幕府が資金援助を
するとも記されています。事実、鎌倉幕府は20年に1度社殿の建
て替えなどを行う伊勢神宮式年遷宮に多大な協力を行いました。
一方で室町幕府になると式年遷宮は20年毎に行われないことが増
えやがて応仁の乱が起こり戦国時代へと突入します。しかし徳川家
康は江戸幕府を開くと100年振りとなる神宮式年遷宮に助力をし以
降毎年20年ごとに遷宮は続けられます。これだけで幕府の趨勢が
決まる訳ではありませんが注目すべき事柄ではあります。
　ところで日本では八百万の神と言い、万物に神宿ると考えられ
てきました。自然の中に神の存在を見出し畏怖し崇めたのです。
太陽の神、水の神、風の神。巨岩や激しい瀑布、壮麗な山なども
信仰の対象となりました。伊太祁曽神社には日本中に木を植えて
廻った五十猛命という神様をお祀りしています。一方で死後に神と
して祀られる人もいます。菅原道真、平将門、徳川家康、乃木希
典、東郷平八郎など時代や立場も様々ですが、生前に凡人とは異
なる才を持った人たちが死後も称えられて神として祀られるのです。
　しかし日本では本来人は死ぬと等しく神として祀られたのです。
但し神社に祀られて多くの人が手を合わせる存在ではなく、血縁
者のみが手を合わせる「ご先祖さま」と呼ばれる神となるのです。
ご先祖様は自身の末裔を守る神を言うのです。
　コロナ禍になり「家族葬」と呼ばれる葬儀が生まれました。古く
からある「密葬」に似ていますが、後日の本葬やお別れ会を行わ

ないという点が大きく異なります。今日、家族葬が広がりを見せ
ている背景に葬儀の規模や、案内の範囲、費用が小さくて済むと
いうことがあると考えられます。しかし会葬者の範囲が小さくなる、
近親者のみになるということは故人の生前の社会的関係を遺族が
一方的に切ってしまうのではないかと危惧します。葬送儀礼を「祭り」
というと違和感を覚える方も少なくないでしょうが、神式の葬儀は
まさに祭りであり、故人を神として祀るのです。明治政府は神仏判
然令を出し原則として神葬祭を廃止したため、一般家庭は葬儀を
仏式で行うようになります。そのためご先祖様の居場所は祖霊舎か
ら仏壇へと変化しました。
　近年は住宅事情などにより神棚・仏壇のない家が増えました。
その理由として「家の雰囲気にあわないから」というのがあります。
近年はモダン神棚と呼ばれる洋風のものもあります。家が狭いから
という理由も耳にしますが小さくても神棚を設けて御神札をお祀り
することをオススメします。
　神棚には少なくとも2枚の御神札を納めます。日本全体の守り神
である伊勢神宮の御神札（神宮大麻）と、自身が住む土地を守る
氏神様の御神札です。それ以外にも崇敬される神社があれば併せ
てお祀りして構いません。一番手前に神宮大麻、その次に氏神様、
その後ろに崇敬神社（順番はお好きなように）を重ねて神棚に納
めます。御神札は手を合わせる時に見下さない高さで、南向きま
たは東向きに祀ります。もし今、ご家庭や会社に神棚がないので
あれば、この機会にお祀りされてはいかがでしょうか。


